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３月定例会

令和６年　第１回

３月定例会
３月５日～８日

　条例制定、補正予算、６年度当初予算など提案された20
件全てを可決しました。また、追加提案された同意案につ
いても同意しました。

　令和６年度の当初予算は、嘉島町総合計画の基本理念を着実に推進するため学校教育施設整
備事業、土地区画整理事業をはじめとする都市計画関連事業、上下水道整備事業、農業振興等
の諸事業、高齢化等による社会保障事業、少子化に対する施策や子育て支援など前年度より
30.6％増の84億4,249万６千円が計上された。（前年度予算額64億6,000万円）
　歳入の内訳は、町税や繰入金等の自主財源が42.0％、地方交付税、国・県支出金、町債等の
依存財源が58.0％の構成となり、歳出の性質別では、人件費、扶助費、公債費等の義務的経費
が36.6％、物件費、補助費、維持補修費等の経常的経費が22.5％、普通建設事業費等の投資的
経費が29.7％、繰出金、積立金、予備費等が11.2％に大別されます。

令和６年度当初予算（一般会計・特別会計）

令和６年度簡易水道事業会計

令和６年度下水道事業会計

令和６年度当初予算84億４千万円

会  計 名 ６年度 ５年度 前年比

一 般 会 計 8,442,496 6,461,935  1,980,561

特
別
会
計

国民健康保険 1,117,038  1,097,327 19,711

住宅新築資金等貸付 300 300 0        

介護保険 908,633   924,141 △15,508    

後期高齢者医療 179,369   157,985    21,384

(単位:千円)

(単位:千円)

(単位:千円)

 予算区分 ６年度 ５年度 前年比

収
益
的

収 入 55,816  53,243 2,573 

支 出 55,678   52,443 3,235 

資
本
的

収 入 59,883   19,024 40,859 

支 出 66,098    21,579 44,519 

 予算区分 ６年度 ５年度 前年比

収
益
的

収 入 474,847 458,527 16,320

支 出 451,971 402,132 49,839

資
本
的

収 入 517,908 419,850 98,058

支 出 698,276 612,036 86,240



予 算 額
8,442,496千円

１.歳入財源内訳

２.歳出性質別内訳
積立金
投資及び出資金
繰出金
予備費

460,052千円
65,674千円
375,620千円
41,820千円

（5.4%）
（0.8%）
（4.5%）
（0.5％）

町税
1,828,170千円
（21.7%）

人件費
扶助費
公債費

814,592千円
1,564,388千円
716,901千円

（9.6%）
（18.5%）
（8.5%）

義務的経費
3,095,881千円（36.6%）

物件費
維持補修費
補助費等

1,011,588千円
62,158千円
819,755千円

（12.0%）
（0.7%）
（9.8%）

経常的経費
1,893,501千円（22.5%）

2,509,948千円
0千円

（29.7%）
（0.0%）

普通建設事業費
災害復旧費

投資的経費
2,509,948円（29.7%）

繰入金
1,009,904千円
（12.0%）

地方交付税
1,219,275千円
（14.4%）

町債
1,290,853千円
（15.3%）

国 県支出金
1,920,107千円
（22.7%）

予 算 額
8,442,496千円

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

40,749千円
285千円
2,631千円
4,235千円
14,826千円
290,186千円
6,182千円

107,521千円
1,885千円

（0.5%）
（-）
（-）
（0.1%）
（0.2%）
（3.4%）
（0.1%）
（1.3%）
（-）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
繰越金
諸収入
寄附金

58,745千円
61,491千円
2,778千円
20,000千円
102,673千円
460,000千円

（0.7%）
（0.8%）
（-）
（0.2%）
（1.2%）
（5.4%）

依存財源
（58.0%）

自主財源
（42.0%）
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３月定例会

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　・専議第10号　令和５年度嘉島町一般会計補正予算（第８号）
〇専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　・専議第１号　嘉島町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
○地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について　
　・地方自治法の一部を改正する法律が令和６年４月１日から施行されることに伴い、　
　　本条例を制定する必要がある。
○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　・介護保険法の規定に基づき、令和６年度から令和８年度までの保険料を定めるため、
　　本条例を制定する必要がある。
○熊本都市計画事業芝原土地区画整理事業施行条例を廃止する条例の制定について
　・熊本都市計画事業芝原土地区画整理事業の収束に伴い、本条例を制定する必要がある。
○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 
　・水質汚濁防止法施行規則等の一部を改正する省令が令和６年４月１日から施行されること　　
　　に伴い、本条例を制定する必要がある。
○嘉島町簡易水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
　・生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律が令和６年４月１日
　　から施行されることに伴い、本条例を制定する必要がある。

議案審議　承認・可決した案件
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３月定例会

議員提出議案　可決した案件

追加議案　同意した案件

選挙管理委員及び選挙管理委員補充員の選任

選挙管理委員 選挙管理委員補充員

○議案第８号
　令和５年度嘉島町一般会計補正予算（第９号）に対する修正動議
　・歳出補正を修正するもの。　５款農林水産業費　１項農業費
　　　　　　　　　　　　　　　　修正前の額△10,046千円を△7,244千円に修正。
　　　　　　　　　　　　　   　12款予備費　　　　１項予備費　１目予備費
　　　　　　　　　　　　　　　　修正前の額3,048千円を246千円に修正。

○教育委員会の委員の任命について
・教育委員会委員の髙松ひづる氏から令和６年３月31日をもって退任の申出があったので、
　同氏の後任として大塚富美子氏を任命するもの。

〇選挙管理委員会は、自治体の長から独立した機関として置かれ、委員４名及び委員が欠けた
　場合に備えての補充員４名で構成されています。
　　選挙管理委員及び補充員は、自治体の議会で選挙により選出され、任期は４年となって
います。３月定例会において、指名推選により次の方々が選挙管理委員・補充員に選ばれ
ました。
　　また、３月21日には、新任委員による選挙管理委員会が開かれ、委員長に坂井 信房氏、
委員長職務代理者に石坂 勝嗣氏が就任されました。
　任期：令和６年３月21日から令和10年３月20日まで

坂井　信房 氏（井寺）再
村﨑　誠也 氏（北甘木）
西山　正敎 氏（上島）再
石坂　勝嗣 氏（犬渕）再

第１順位　西田　和生（上六嘉）
第２順位　宮村　泰弘（　鯰　）
第３順位　甲斐　　現（上仲間）再
第４順位　下田　正和（下六嘉）再

○令和５年度 嘉島町一般会計補正予算（第９号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から7,068万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を72億1,758万
　　５千円とするもの。
〇令和５年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から112万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を11億1,012万円　
　　とするもの。
○令和５年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に1,001万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億7,514万円　
　　とするもの。
○令和５年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から113万1千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億6,125万
　　４千円とするもの　
〇令和５年度 嘉島町簡易水道事業会計補正予算（第２号）
　・収益的収支予算のうち収入支出予算の総額を5,379万7千円に。資本的収支予算のうち収入　
　　予算の総額を922万４千円に、支出予算の総額を2,057万9千円としました。
〇令和５年度 嘉島町下水道事業会計補正予算（第４号）
　・収益的収支予算のうち、収入予算の総額を４億7,012万円に、支出予算の総額を４億336万
　　７千円に。資本的支出予算において、予算の総額を６億1,633万1千円としました。
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町政のここが聞きたい　一般質問

5

□ 

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

　

支
援
は

問 

一
昨
年
よ
り
来
年
２
０
２
５
年
度

ま
で
の
３
年
間
を
部
活
動
の
地
域

移
行
に
伴
う
改
革
推
進
期
間
と
し
て
段
階

的
に
取
り
組
み
可
能
な
限
り
早
期
実
現
を

目
指
す
方
向
で
す
が
、
現
実
は
各
自
治
体

で
地
域
や
指
導
者
の
受
け
皿
、
子
供
た
ち

の
安
全
確
保
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
な

ど
課
題
も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
町
と
連
携
し
て
担

い
手
に
な
り
、
組
織
力
を
高
め
る
こ
と
が

理
想
的
な
方
策
だ
と
考
え
ま
す
が
、
現
状

は
人
材
不
足
や
予
算
確
保
で
活
動
が
制
約

さ
れ
て
い
る
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
化
を
含
め
一
層
の
連
携
を
図
り
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
求

め
ま
す
が
組
織
強
化
に
対
す
る
考
え
は
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）

　

本
町
に
も
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
平
成
28
年
に
設
立
し
ま
し
た
嘉
島

町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
（
愛
称
：
嘉
島
湧
く

湧
く
元
気
ク
ラ
ブ
）
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
設

立
当
初
か
ら
運
営
費
補
助
や
「
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
の
事
業
へ
の
協
力
な

ど
、
町
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
人
口
の
す
そ
野
を
広
げ
、
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
た
め
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
文
部
科
学
省
が
令
和

5
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
ま
で
を「
改
革
推

進
期
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
中
学
校
部
活

動
地
域
移
行
の
受
け
皿
の
一
つ
の
選
択
肢
と

し
て
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

ク
ラ
ブ
運
営
を
巡
っ
て
は
、
会
員
の
確
保

財
源
の
確
保
、
指
導
者
の
確
保
な
ど
の
課
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。
地
域
に
根
差
し
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
町
民
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
嘉
島
湧
く
湧
く
元
気
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
も
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
は
他
の
ク

ラ
ブ
同
様
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が

同
ク
ラ
ブ
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
進
め

る
上
で
必
要
不
可
欠
な
組
織
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
課
題
解
消
が
図
ら
れ
、
継
続
し
て
安
定

的
な
ク
ラ
ブ
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
ク
ラ
ブ
が
自
主
運
営

で
き
る
た
め
の
基
盤
整
備
や
法
人
化
を
見
据

え
た
組
織
体
制
づ
く
り
な
ど
も
念
頭
に
置
き

ク
ラ
ブ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
地
域
に
暮
ら
す
人
々

が
主
役
の
組
織
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
が
掲
げ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
が
『
ま
ち
』
の
力
に
な
る
」
実
現

の
た
め
、
ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
環
境
整
備

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
財
政
支
援
や

事
業
へ
の
協
力
な
ど
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
に

つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
※
そ
の
他
の
質
問　

企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後
の

　

 

展
望
は　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
）

満田　和浩 議員

□ 

東
部
台
地
開
発
の
進
捗
状
況
と

　

今
後
の
開
発
計
画
は

問 

開
発
の
現
在
の
進
捗
状
況
、
ま
た

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
お
尋
ね
致

し
ま
す
。
現
在
、
着
実
に
開
発
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
開
発
予
定
地
内
に
あ
る

既
存
住
宅
の
立
ち
退
き
を
予
定
さ
れ
て
い

る
地
域
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
々
よ
り
、

開
発
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
家
屋
の
補
修

等
を
す
る
べ
き
な
の
か
判
断
に
迷
っ
て
い

る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

開
発
地
内
に
あ
る
既
存
住
宅
の
方
々
に

対
し
て
、
説
明
会
等
を
行
う
予
定
は
あ
る

の
か
。

答
（
都
市
計
画
課
長
）

　

ま
ず
、
現
在
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
平

成
30
年
12
月
か
ら
第
一
期
の
工
事
に
着
手

し
、　

事
業
総
面
積
70
ha
の
う
ち
、
１
-２

工
区
の
約
５
ha
が
完
了
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
の
計
画
70
ha
を
６
工
区
に
分
け
て

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
１
工

区
の
区
域
を
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
断
層

に
よ
り
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
１
-１
工

区
の
工
事
に
入
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
末

を
目
標
に
１
-１
工
区
の
保
留
地
販
売
を

進
め
て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
ご
質
問
の
中
の
、
立
ち
退

き
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
々
の
件
に
な
り

ま
す
が
、
東
部
台
地
の
事
業
全
体
の
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
期
間
が
長
期
に

渡
り
ま
す
の
で
、　

事
業
地
区
内
の
住
宅

の
老
朽
化
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
建
替
え
や

改
修
、
補
修
、
そ
の
他
に
も
所
有
者
、
居

住
者
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と

は
町
と
し
て
も
十
分
理
解
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
当

初
か
ら
検
討
の
方
針
を
協
議
し
て
お
り
、

現
在
も
土
地
区
画
整
理
法
の
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
、
方
針
案
を
整
理
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ず
は
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
審
議

会
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
た
早
期

移
転
を
希
望
す
る
方
々
の
需
要
の
把
握
も

お
こ
な
い
な
が
ら
、
早
期
移
転
の
検
討
を

お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。
令
和
６
年
度
中

を
目
標
に
整
理
が
と
と
の
い
次
第
、
対
象

と
な
る
皆
様
に
周
知
、
説
明
を
お
こ
な
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
※
そ
の
他
の
質
問　

井
寺
古
墳
の
復
旧
作
業
は　
　

　

 

今
後
の
嘉
島
町
総
合
計
画
は
）

境野　隆文 議員



6

町政のここが聞きたい　一般質問

6

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
窪
地

解
消
の
た
め
に
、
次
期
工
事
と
併
せ
て
、

道
路
側
の
一
部
区
域
の
埋
め
立
て
と
、
管

理
区
域
の
明
示
と
し
て
立
入
防
止
等
の
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は

担
当
課
と
入
れ
替
わ
っ
て
の
答
弁
と
な
り

ま
す
の
で
、
以
上
で
都
市
計
画
課
か
ら
の

答
弁
を
終
わ
り
ま
す
。

答
（
総
務
課
長
）

　

嘉
島
町
で
は
、「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
元
年
度
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
48
台
設
置
し
、
令
和
２
年
度

か
ら
運
用
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
上
益
城
郡
内
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
50
台

設
置
の
益
城
町
に
次
ぐ
設
置
台
数
と
な
っ

て
お
り
、
人
口
や
面
積
の
割
合
か
ら
見
ま

し
て
も
本
町
は
多
く
設
置
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
付
近
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
、
サ
ン
ト
リ
ー

工
場
に
向
か
う
町
道
に
２
台
「
ゆ
う
す
い

の
杜
」
北
側
の
町
道
に
２
台
設
置
し
て
お

り
、「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
を
囲
む
よ
う
に
４

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
が
、「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
は
今

後
も
人
口
が
増
加
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

の
で
、「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
の
街
並
み
が
あ

る
程
度
整
備
さ
れ
た
時
点
で
、
御
船
警
察

署
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
必
要
性
や
設
置
場
所
等
の
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

□ 

ゆ
う
す
い
の
杜
の
居
住
環
境
整
備

　

計
画
は

問 

第
一
期
分
譲
計
画
の
21
街
区
に
公

園
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未

だ
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
都
市
計
画

法
で
は
開
発
区
域
の
面
積
に
応
じ
た
、
緑

地
又
は
広
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

次
に
、
21
街
区
の
公
園
予
定
地
前
の
道

路
北
側
に
大
き
な
窪
地
が
あ
り
ま
す
が
、

街
灯
も
十
分
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
暗

が
り
の
中
で
、
事
故
等
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
安
全
対
策
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
の
転
落
防
止
柵
を
設
け
る
必
要
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
対
策
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
子
供

た
ち
の
通
学
路
や
幹
線
道
路
沿
い
に
48
か

所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ゆ
う
す
い
の
杜

は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
に
向
か
う

町
道
か
ら
容
易
に
侵
入
で
き
、
ま
た
日
中

不
在
世
帯
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
防

犯
面
で
の
安
心
・
安
全
の
取
組
強
化
と
し

て
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

答
（
都
市
計
画
課
長
）

　

ま
ず
、
ゆ
う
す
い
の
杜
に
お
け
る
公
園

整
備
計
画
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

事
業
に
お
け
る
計
画
人
口
一
人
当
た
り
に

つ
き
、
３
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
か
つ
施

行
地
区
面
積
の
３
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
確

保
す
る
こ
と
が
土
地
区
画
整
理
法
施
行
規

則
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
の
っ
と

り
、
認
可
を
受
け
事
業
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。
事
業
全
体
の
面
積
70
ha
の
う
ち

約
３
ha
を
公
園
と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

続
き
ま
し
て
、
21
街
区
の
公
園
に
な
り

ま
す
が
、
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
事
業
区

域
を
つ
な
ぐ
「
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

し
て
、
井
寺
集
落
か
ら
北
甘
木
集
落
ま
で

を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
の
一
部
と
し
て
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
役
割
を
持
っ
た
公
園
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
す
が
、
事
業
進
捗
に
合
わ

せ
て
整
備
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
21
街
区
の
窪
地
の
対
策

に
な
り
ま
す
が
、
窪
地
箇
所
は
１
工
区
と

６
工
区
境
界
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
な

り
ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
安
全
対
策
が

園田　義宣 議員
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□ 

本
町
の
就
学
援
助
費
は

問 

本
町
に
お
い
て
も
物
価
高
騰
等
も

重
な
り
、ひ
と
り
親
家
庭
の
家
計
を

苦
し
め
て
い
る
事
態
は
と
て
も
深
刻
で
あ
る
。

　

３
月
〜
４
月
は
入
学
や
進
級
の
就
学
準

備
が
必
要
と
な
り
更
に
家
計
が
圧
迫
さ
れ
る

中
、
嘉
島
町
の
就
学
援
助
費
の
認
定
基
準

は
他
市
町
よ
り
厳
し
い
。

　

熊
本
県
の
基
準
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当

は
一
定
所
得
を
超
え
る
場
合
、
一
部
停
止
や

支
給
停
止
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
一
方
、
本
町
の
就
学
援
助
費
は
教
育
委
員

会
に
て
認
定
の
適
否
を
決
定
し
本
人
に
通

知
す
る
と
あ
る
。
就
学
援
助
費
に
お
い
て
は

早
期
に
基
準
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、「
民
生
委
員
に
意
見
を
聞
い
て
決

定
を
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
第
６
条
２

項
の
要
綱
は
現
況
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
忙
し

い
状
況
や
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

に
配
慮
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
度
も
お
尋

ね
し
た
い
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

　

就
学
援
助
制
度
の
趣
旨
と
し
て
は
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、就

学
に
必
要
な
費
用
を
町
が
援
助
す
る
制
度

で
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
生
活
保
護
世
帯
を
対
象
と

し
た
「
要
保
護
者
」
と
要
保
護
者
に
準
ず

る
程
度
に
困
窮
す
る
者
、
一
般
的
に
「
準
要

保
護
者
」
と
い
わ
れ
る
方
を
支
給
対
象
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

準
要
保
護
者
の
認
定
基
準
は
、
各
市
町

村
教
育
委
員
会
が
定
め
た
基
準
に
基
づ
き

支
給
の
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
市
町
村
に

よ
っ
て
認
定
基
準
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

ご
質
問
の
と
お
り
、
本
町
の
基
準
は
郡
内
の

町
と
比
較
し
た
場
合
、
厳
し
い
基
準
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
財
政
当
局
や
関
係
部

署
と
の
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
基
準
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
の
民
生
委
員
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、
ご
家
庭
の
状
況
で
不
明
な
点
が
あ
る

場
合
等
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
を
伺
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
所

得
の
状
況
や
世
帯
状
況
の
申
請
内
容
で
判

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
や

制
度
の
趣
旨
を
考
慮
し
て
、
要
綱
の
改
正

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

（
※
そ
の
他
の
質
問　

本
町
に
防
災
士
会
の
発
足
を

　

 

台
湾
と
の
都
市
交
流 

計
画
な
ど
は
あ
る
の
か
）

穴井　智子 議員

□ 

町
内
の
道
路
標
示
の
維
持
管
理
は

問 

企
業
進
出
や
、
人
口
増
に
伴
い
、

交
通
量
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
が

道
路
標
示
の
「
横
断
歩
道
」
や
「
止
ま

れ
」
な
ど
消
え
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
、
県
公
安
委
員
会
が
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
を
考
え
る

と
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

　

道
路
標
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
横
断
歩

道
や
一
時
停
止
の
停
止
線
、「
止
ま
れ
」
等

の
交
通
規
制
に
関
す
る
も
の
は
、
都
道
府

県
公
安
委
員
会
が
管
理
し
て
お
り
、
町
内

の
標
示
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
場
所
に
つ

い
て
は
、
当
町
か
ら
公
安
委
員
会
に
補
修

の
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
公
安
委
員
会
は
県
内
す
べ
て
の
規
制

に
係
る
道
路
標
示
を
管
理
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
補
修
に
時
間
を
要
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
は
、
規
制
に
よ
ら
な
い
「
指
導
線
」

や
「
横
断
指
導
線
」
な
ど
の
区
画
線
に
つ

い
て
は
、
随
時
点
検
し
必
要
な
個
所
に
は

補
修
や
新
設
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

規
制
に
係
る
道
路
標
示
に
つ
い
て
も
、

早
急
に
補
修
し
な
け
れ
ば
交
通
安
全
上
、

支
障
を
き
た
す
場
所
に
つ
い
て
は
、
御
船

警
察
署
と
協
議
の
上
、
当
町
が
横
断
歩
道

等
の
道
路
標
示
を
補
修
し
て
お
り
ま
す
。

今
月
も
通
学
路
で
標
示
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
横
断
歩
道
の
補
修
工
事
を
当
町
で
発

注
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
道
路
状
況
な
ど
を
随
時
点
検
・

確
認
し
て
御
船
警
察
署
と
協
議
し
な
が
ら

道
路
標
示
の
補
修
を
行
い
、
町
内
の
交
通

安
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

齊藤　　進 議員
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□ 

地
域
計
画
策
定（
農
地
）と
都
市
計
画

と
の
調
整
は

問 

農
地
と
都
市
計
画
と
の
調
整
に
つ

い
て
、
ま
た
、
か
し
ま
広
域
農
場
内

で
の
構
成
員
の
規
模
拡
大
者
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
視
点
か
ら
は
、
農

業
振
興
地
域
内
の
場
合
、
誘
致
し
た
く
て
も

農
振
除
外
が
困
難
な
為
、断
念
す
る
場
合
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
計
画
に
記
載

す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
振
除
外
手
続
き

が
更
に
困
難
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
企
業
誘
致
候
補
地
を
都
市
計
画
の
中

で
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
候
補
地
内
に

は
農
地
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
計
画
策
定
に
お
い
て
当
該
農
地
の

取
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
か
し
ま
広
域
農
場
内
で
の
規
模
拡

大
希
望
者
は
ど
の
よ
う
な
標
記
に
な
る
の
か
。

答
（
農
政
課
長
）

　

現
在
策
定
中
の
「
地
域
計
画
」
と
は
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
守
り

続
け
た
農
地
を
次
の
世
代
に
着
実
に
引
き
継

ぐ
為
、
生
産
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待

で
き
る
農
地
の
集
約
化
な
ど
の
実
現
に
向
け

地
域
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
か
、
誰
が
ど
の
農
地
を
利
用
し
て

い
く
の
か
な
ど
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地

利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
非
常
に
重
要
な

計
画
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
３
／
４
か
ら
３

／
14
ま
で
の
間
に
お
き
ま
し
て
、
各
地
区
ご

と
に
集
落
説
明
会
「
協
議
の
場
」
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
「
地
域
計
画
」
の
基
本
事

項
と
致
し
ま
し
て
、
農
業
振
興
地
域
を
中
心

に
、
将
来
に
わ
た
り
守
る
べ
き
農
用
地
か
ど

う
か
の
区
域
を
設
定
す
る
事
、
ま
た
そ
の
農

用
地
を
中
心
経
営
体
と
な
る
担
い
手
に
ど
の

よ
う
に
集
約
す
る
の
か
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
都
市
計
画
と
の
調

整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
「
地
域
計
画
」

は
地
域
の
農
業
の
発
展
に
向
け
た
農
業
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
都

市
計
画
と
の
調
整
は
謳
え
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
に
開
発
を
進
め
る
農
地
と
し
ま
し
て
は

未
整
備
農
地
な
ど
の
耕
作
不
適
合
地
を
第
一

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
た
農
用
地
を
転
用
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
た
農
用
地
か
ら
除
外
で
き
る
よ

う
な
体
制
作
り
を
同
時
に
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
策
定
中
の
「
地
域
計
画
」

で
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の

春日　公和 議員

は
、
認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農
者

と
な
り
ま
す
。「
地
域
計
画
」
で
の
標
記

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
営
体
ご
と
の
標
記

と
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
農
業
者
で
あ
る

「
か
し
ま
広
域
農
場
」
と
い
う
標
記
に
な
り

構
成
員
の
標
記
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し

「
か
し
ま
広
域
農
場
」
の
経
営
希
望
面
積

の
基
礎
資
料
に
は
構
成
員
ご
と
の
面
積
を

記
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で

「
か
し
ま
広
域
農
場
」
内
の
地
図
上
に
標
記

さ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
と

し
て
標
記
さ
れ
た
い
場
合
は
、
新
た
に
認

定
農
業
者
な
ど
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
地
域
計
画
」
は
嘉
島
町
の
目
指

す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化

す
る
大
切
な
計
画
に
な
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
方
に
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
※
そ
の
他
の
質
問　

各
行
政
区
か
ら
の
要
望
事
項
は

　

 

企
業
誘
致
の
今
後
の
方
針
と
地
元
の
協
力
体
制
は
）
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9

74
億
円
を
超
え
る
規
模
で
し
た
が
、
R
6

年
度
は
そ
れ
を
上
回
る
84
億
4
千
万
円
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
主
要
事
業
で
あ
る
、

東
小
学
校
校
舎
増
築
に
15
億
円
、
中
学
校

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
増
築
工
事
等
学
校
管
理

事
業
に
1
億
9
千
万
円
、
西
小
学
校
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
棟
増
築
事
業
に
7
千
万
円
を
計

上
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
R
7
年
度
以
降
に
中
学
校
校

舎
増
築
事
業
と
し
て
12
億
円
程
度
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
増
岡
議
員

が
ご
指
摘
、
ご
提
言
さ
れ
た
健
全
な
財
政

運
営
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
全
職

員
が
現
状
を
理
解
し
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
目
指
す
と
い
う
共
通
認
識
の

基
、
財
政
健
全
化
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
地

方
公
務
員
の
受
験
者
数
が
減
少
し
て
お
り

本
町
で
も
新
規
採
用
職
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
仕
事
の
魅
力
を
伝

え
、
受
験
者
の
興
味
を
高
め
、
公
務
員
の

成
り
手
を
増
や
す
対
策
を
講
じ
る
、
Ａ
Ｉ

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
組
織

の
簡
素
化
を
目
指
す
な
ど
の
行
政
改
革
の

取
組
も
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
※
そ
の
他
の
質
問　

嘉
島
町
の
行
財
政
運
営
に

　

 

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か　
ま
た
、
ど
う

　

 

取
り
組
も
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
）

□ 

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
は
ど
の
よ
う
な

方
針
で
編
成
さ
れ
た
の
か

□
新
た
な
主
要
事
業
と
し
て
予
算
化
さ
れ
た
事
業
は
何
か

□
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
の
か

問 

地
方
財
政
を
運
営
す
る
に
は
、「
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
大
き

な
括
り
で
見
る
と
、
予
算
総
額
84
億
４
，

２
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち
義
務
的
経
費
と

言
わ
れ
る
人
件
費
８
億
１
，
５
０
０
万
円
。

扶
助
費
（
社
会
保
障
費
）
15
億
６
，
４
０

０
万
円
。
公
債
費
（
借
金
返
済
）
７
億
１
，

７
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
予
算
全
体
の
36
．
６
％
を
占
め
ま
す
。

義
務
的
経
費
の
割
合
は
、
財
政
の
弾
力
性

を
示
し
そ
の
比
率
が
高
い
程
、
財
政
が
硬

直
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
人
口
の
増
加
に
よ
る
扶
助
費
の

増
嵩
に
加
え
、
小
中
学
校
の
増
築
問
題
は
、

喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
の
学
校
増
築
も
20

数
億
円
は
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

嘉
島
町
の
財
政
を
取
り
巻
く
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

簡
素
で
且
つ
効
率
的
な
執
行
体
制
と
堅

実
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
に
「
行
財
政
改
革
」
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
大
き
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

…
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

答
（
町
長
）

　

本
町
の
財
政
状
況
で
す
が
、
歳
入
は
、
人

口
の
増
加
や
企
業
の
進
出
に
よ
り
町
税
は
増

加
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
伸
び
率
は
鈍

化
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金

町
債
な
ど
に
依
存
す
る
状
況
で
す
。

　
一
方
、
歳
出
面
で
は
、
公
共
施
設
の
建
設

や
維
持
管
理
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
経
費
の
外
、
人

口
増
加
に
伴
い
扶
助
費
も
増
加
し
て
お
り
、

公
債
費
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
当
初
予
算
は
、
町
財
政
の

極
め
て
厳
し
い
現
状
を
鑑
み
、「
総
合
計
画
」

に
掲
げ
ら
れ
た
重
要
政
策
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
各
種
施
策
の
優
先
順
位
の
厳
し

い
峻
別
に
よ
り
重
点
化
を
進
め
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
再
構
築
は
も
と
よ
り
、
歳
出
全

般
に
わ
た
り
更
に
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
を
聖

域
な
く
進
め
る
と
の
方
針
の
も
と
編
成
し
ま

し
た
。

　

本
町
の
当
初
予
算
額
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
令
和
に
な
っ
て
か
ら
は
60
億
円
を
超

え
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
給
食
セ
ン

タ
ー
新
築
事
業
に
着
手
し
た
R
3
年
度
は

増岡　　司 議員

センター完成（令和４年８月） 嘉島東小学校
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□ 

都
市
計
画
に
お
け
る
町
の
役
割
は

問 

過
去
40
年
の
各
行
政
区
（
集
落
）

に
お
け
る
人
口
の
推
移
（
別
紙
参

照
）
を
視
る
と
、
町
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
大
き
い
事
が
わ
か
る
が
、
人
口
減
少
が

著
し
い
集
落
に
対
す
る
町
長
の
認
識
と
今

後
の
対
策
を
問
う
。

答
（
町
長
）

　

令
和
５
年
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
公
表
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
り
ま

す
と
我
が
国
の
人
口
は
2
0
2
0
年
の

1
億
２
，
6
0
0
万
人
か
ら
50
年
後
の

2
0
7
0
年
に
は
8
，
3
0
0
万
人
ま
で

減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
将
来
に
わ
た
る
人
口
維
持
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
令
和
４
年
９
月
に
人
口
が

１
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
人
口
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
集
落
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
め
ば
自
治
会
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
１
つ
の
集
落
と
し
て
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
っ

た
集
落
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
地
域
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に

も
10
年
20
年
先
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
ビ

ジ
ョ
ン
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
解
消
に
向
け
た
取
組
を
検

討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
総
合
計
画
な
ど

町
の
上
位
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
重

要
な
課
題
と
し
て
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
※
そ
の
他
の
質
問　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
績
と
今
後　

　

 

の
課
題
は　

町
の
自
主
財
源
確
保
の
取
組
は
）

川野　伸一 議員

各行政区における世帯及び人口数の経緯
40年前（S58） 30年前（H5） 20年前（H15） 10年前（H25） R5.3.31現在

事業名
及び時期

西部鯰区画整理事業（S58～H9）　 滝河原区画整理事業（H10～）　 同尻（H21～H24）芝原区画整理事業（H29～R5）

国道445号４車線化事業（H元～H7）  加勢川改修の概成（H11）　　　イオンモール開業（H17）

（40年前との比較）

行政区 世帯 人口 世帯 人口 世帯 人口 世帯 人口 世帯 人口 世帯増減 人口増減

井寺 146 572 159 598 186 608 183 527 200 469 54 -103 

下六嘉 238 910 251 908 272 876 279 786 308 795 70 -115 

三郎無田 33 154 38 158 37 154 47 144 49 120 16 -34 

北甘木 156 613 164 619 231 651 253 629 279 727 123 114 

上六嘉 197 791 205 752 212 705 216 639 381 1,105 184 314 

西村 189 693 203 663 198 609 186 473 217 485 28 -208 

上島 282 1,041 270 962 447 1,414 647 1,774 855 2,169 573 1,128 

鯰 260 1,055 331 1,187 649 1,915 798 2,175 986 2,210 726 1,155 

滝河原 107 373 105 338 103 304 244 640 339 769 232 396 

高田 84 290 78 251 79 232 121 286 115 249 31 -41 

上仲間 99 417 94 393 102 371 118 353 180 556 81 139 

下仲間 105 434 106 410 116 409 118 371 122 321 17 -113 

犬渕 67 250 56 216 60 206 58 172 50 126 -17 -124 

合計 1,963 7,593 2,060 7,455 2,692 8,454 3,268 8,969 4,081 10,101 2,118 2,508 
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議員研修会

演　題   「地方議員のための役所を動かす質問の仕方」

講　師 　元広島県廿日市市副市長・地方議員研修講師　川本達志 氏

　１月23日（火）役場会議室において、熊本県町村議会議員研修
会がオンラインで開催されました。
　この中で、一般質問のタイプは、主に政策提案型で住民福祉に
係る課題について、解決のための施策、事業を提案し執行部に予
算化・条例化させることを目的とされています。
　定例会中の本会議において、議員が1人の議員として、執行
部の政策、施策の在り方の問題点を問い質し、必要な場合は、
具体的な施策を提案し実行を要請するもの、議会活動の主要な
もので、議員活動の中でも最重要の活動です。綿密な準備の下
に、最良のパフォーマンスが求められます。
　一般質問は「準備がすべて」。質問の構造を意識して十分な準
備をすれば答弁の欠陥が分かり再質問による追及が可能になり成
果に近づけることができるということでした。
　最後に「いい質問の絶対要件」として、１．現状認識が正確で
共有できる。２．課題認識が明確で共感できる。３．仮説（提案）
が十分検証されている事が大事であるとのことでした。
　今後の議員活動での一般質問の質の向上が図れるものと思いま
した。

場　所   鹿児島県肝属郡東串良町・鹿児島県曽於郡大崎町
　令和５年度議員全体研修が、令和６年２月７日（水）～８日（木）にかけ、鹿児島県（東串良町・大崎町）
で実施されました。
　１日目の東串良町は、九州大隅半島のほぼ中央東端にあり、人口6,452人（面積27.78㎢）の傾斜地がな
く緩やかで平坦な地域です。
　東串良町では、議会広報・防災庁舎についての研修でした。
議会広報は令和４年度に全国町村議会による広報コンクールで
企画・構成部門で奨励賞を受賞されており、嘉島町議会だより
に取り入れたい点がいくつもありました。
　この研修で得たことを議会だよりに活かし、皆さまが読みや
すい紙面になるよう努めていきたいと思います。
　２日目の大崎町は、九州大隅半島の東側に位置し、志布志湾
に面した人口11,678人（面積100.64㎢）の地域です。
　大崎町は1998年以降、ごみの最終処分場が満杯になる危機感
から、町民で組織される衛生自治会を中心に、町全体で資源リ
サイクルに力を入れています。2019年度にはリサイクル率が
82.6％（嘉島町７．４％）を達成し、全自治体で第１位につけて
います。
　取り組みは、ごみ処理事業経費にも貢献し、一人当たりのご
み処理事業の全国平均が16,400円のところ、大崎町は9,364円
とおよそ３分の２の額で済んでいます。また分別回収されたご
みはリサイクルされる際に再生可能な資源として業者に売却され、
およそ725万円が売却益金として町の事業に活用されています。
　本町でも参考にするべきところは取り入れていきたいと思い
ました。

「熊本県町村議会議員研修会」

「嘉島町議会議員全体研修」
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主な議会活動・町関係新任委員の紹介

町関係新任委員の紹介

主な議会活動（令和６年１月から令和６年３月まで）
月　　日 項　　　　目 場所等
１月 ７日 嘉島町二十歳を祝う会 (全議員) 町民会館

１月11日 第３回上益城郡議長定例会（森田議長） 本会事務局

１月16日～18日 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会
議員視察研修（森下・園田）

大阪府
兵庫県

1月18日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

１月19日 第２回広報特別委員会（第49号編集会議） 監査委員室

１月23日 令和５年度第２回熊本県町村議会議員
研修会（オンライン）（全議員） 役場会議室

１月25日 嘉島町子ども・子育て会議（森田議長） 役場会議室

２月 １日
国道266号三角・嘉島間整備促進期成会期成会
小川嘉島線道路整備促進期成会　要望活動
（森田議長）　

県庁

２月７日～８日 嘉島町議会議員視察研修（全議員）
鹿児島県
東串良町
大崎町

２月11日 九州中央自動車道（山都中島西IC～山都
通潤橋IC）開通式（森田議長） 山都町

２月14日 令和６年第１回熊本県後期高齢者医療広域連合議会
全員協議会及び定例会（森田議長） 自治会館

２月16日 令和６年第１回益城、嘉島、西原環境衛
生施設組合議会定例会（森下・園田） 組合会議室

２月20日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

２月21日 令和６年第１回上益城広域連合議会定例会
（森田議長・増岡） 福祉センター

２月22日 議会運営委員会 役場庁議室

２月22日 熊本県町村議会議長会「第74回定期総会」
（森田議長） 熊本テルサ

月　　日 項　　　　目 場所等
２月22日 嘉島町国民健康保険運営協議会（川野・増岡） 役場会議室

２月26日 令和６年第１回御船地区衛生施設組合
議会定例会（境野・齊藤） 組合会議室

２月26日 嘉島町都市計画審議会　(森田議長・境野・
満田) 役場会議室

２月28日 嘉島町総合計画審議会(森田議長・川野
副議長・境野・増岡・満田) 役場会議室

２月29日 嘉島町青少年育成団体助成金交付審査会
（森田議長） 町民会館

２月29日 令和６年第１回上益城消防組合議会定例会
（川野・満田） 消防本部議場

２月29日 第３回嘉島町進路保障部会（増岡） 役場会議室

３月 ３日 嘉島町出初式（全議員） 嘉島中G

３月５日～８日 令和６年第１回嘉島町議会定例会・全員
協議会（全議員）

議場
議員控室

３月 ９日 嘉島中学校卒業式（全議員） 嘉島中学校

３月11日 嘉島町ごみ問題対策実行委員会（森田議長） 役場会議室

３月15日 交通安全推進会議（森田議長） 役場会議室

３月19日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

３月21日
嘉島東・西小学校卒業式（全議員）
嘉島西小学校創立150周年記念式典（森田
議長・西校区議員）

嘉島東西小学校
嘉島西小学校

３月22日 熊本県町村監査委員協議会定期総会及び
研修会（増岡議選監査委員） 自治会館

３月29日 第１回広報特別委員会（第50号編集会議） 監査委員室

大塚　富美子さん
（北甘木）

坂井　信房さん
（委員長）
（井寺）

西山　正敎さん
（上島）

村﨑　誠也さん
（北甘木）

石坂　勝嗣さん
（委員長職務代理者）

（犬渕）

選挙管理委員

（選挙管理委員会よりひとこと）
　多くの町民の皆さんが選挙に関心を持っていただき、投票へ行かれますよう
お願いします。 

嘉島町教育委員
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一部事務組合議会報告

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（森下組合議長・園田議員）
  議会報告  　令和６年第１回定例会（令和６年２月16日開催）
  原案のとおり可決しました。
・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合と熊本市との間における一般廃棄物の処分に関する事務委託について
・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合ごみ処理手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
・令和５年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
・令和６年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について
　　　　　　　　　　　　　　 各町の負担金の推移　　　　　　　　　 (単位：千円)

 町  名 嘉島町 益城町 西原村 計
令和５年度負担金 89,472 212,028 73,160 374,660
令和６年度負担金 87,821 207,646 71,632 367,099

上益城広域連合（森田議員・増岡議員）
 議会報告  　令和６年第１回定例会（令和６年２月21日開催）
  原案のとおり可決しました。
・上益城広域連合職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・令和５年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について
・令和６年度上益城広域連合一般会計予算について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各町の負担金の推移　　　　　　　　　　　  　　　　(単位：千円)

町 名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町 計
令和５年度負担金 17,455 21,897 18,850 29,726 22,131 110,059
令和６年度負担金 17,264 22,209 18,548 29,631 21,695 109,347

御船地区衛生施設組合（境野組合議長・齊藤議員）
  議会報告  　令和６年第１回定例議会（令和６年２月26日開催）
  原案のとおり可決しました。
・令和５年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
・令和６年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各町の負担金の推移　　　　　　　　　　　　 (単位：千円)

 町  名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町  計
令和５年度負担金 28,119 60,674 54,076 34,995 177,864
令和６年度負担金 28,789 64,099 56,785 36,746 186,419

上益城消防組合議会（川野議員・満田議員）
  議会報告  　令和６年第１回定例議会（令和６年２月29日開催）
  原案のとおり可決しました。
・上益城消防組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合事務に関する手数料条例の一部を改正する条例の制定について
・訴えの提起について
・令和５年度上益城消防組合一般会計補正予算（第４号）について
・令和６年度上益城消防組合一般会計予算について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各町の負担金の推移　　　　　　　　　　　　 (単位：千円)

 町  名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計
令和５年度負担金 164,841 273,447 178,163 279,803 896,254
令和６年度負担金 175,955 291,107 190,084 298,891 956,037



　清﨑正文さんは、区長をされて７年目になります。
　熊本地震で崩落した神社の再建に尽力され、
2021年に完成しました。
　３月まで、町の区長会長をされていました。後は、
バトンタッチする人を早くみつけなくてはと話して
おられました。

　今の楽しみは？
　ゴルフとカラオケ、それと毎日の晩酌です。
　又、毎日散歩をしてまして、１時間位歩く中で、
登校している子供たちと挨拶することです。

Q
A

清﨑　正文 さん　74歳　上仲間地区
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再生紙を使用しています。

※次の議会は、６月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-5525）

前回49号のP６の益城町の任意接種（生後６月～15歳）に誤りがありました。
正しくは、2,000円です。お詫びして訂正いたします。
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編
　
集
　
後
　
記

みんなのフォトコーナー・地域からこんにちは

みなさんからの写真を募集しています
議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

　
三
月
の
定
例
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
嘉
島
町
の

将
来
像
（
夢
）
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
計
画
を
議
論
す

る
場
で
も
あ
り
ま
す
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幕
末
期
の
教
育
者
吉
田
松

陰
は
、『
夢
』
と
『
計
画
』

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す
。「
夢
な
き
者
に

理
想
な
し
、
理
想
な
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者
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画
な
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、
計
画
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故
に
、
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者
に
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功
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…

　
嘉
島
町
総
合
計
画
に
描
か

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
夢
」

を
実
現
す
べ
く
執
行
部
と
議

会
、
共
に
議
論
し
進
ん
で
行

き
た
い
。

（
増
岡
）

３月３日嘉島中学校グラウンドにおいて消防団出初式が行われ、
嘉島町幼年消防クラブ（町内５園）による通常点検が披露されました。

（写真は東部幼光保育園）

嘉島西小学校創立150周年イベントで
ゆるキャラグランプリに決定した「かにしまる」

嘉島西小学校　米
よね

満
みつ

　芯
しん

さんの考案です。


